
業務収益
運営費交付金収益 2¶856¶231 2¶259¶874 5¶116¶105 ` 5¶116¶105

学生納付金収益 643¶368 ` 643¶368 ` 643¶368

附属病院収益 ` 18¶086¶898 18¶086¶898 ` 18¶086¶898

受託研究等収益 120¶279 115¶354 235¶634 ` 235¶634

受託事業等収益 70¶697 28¶205 98¶902 ` 98¶902

寄附金収益 459¶947 55¶572 515¶520 ` 515¶520

財務収益 475 19 494 ` 494

雑益 545¶284 614¶632 1¶159¶916 ` 1¶159¶916

小 計 4¶696¶282 21¶160¶555 25¶856¶837 ` 25¶856¶837

業務損益 � 364¶811 650¶402 285¶591 ` 285¶591

土地 3¶357¶319 1¶301¶481 4¶658¶800 ` 4¶658¶800

建物 3¶515¶208 6¶665¶278 10¶180¶486 ` 10¶180¶486

構築物 101¶564 107¶706 209¶270 ` 209¶270

工具器具及び備品 714¶280 4¶340¶238 5¶054¶518 ` 5¶054¶518

その他の固定資産 2¶205¶618 120¶936 2¶326¶554 ` 2¶326¶554

未収附属病院収入 ` 3¶064¶326 3¶064¶326 ` 3¶064¶326

その他の流動資産 97¶919 451¶773 549¶693 3¶458¶710 4¶008¶402

帰属資産 9¶991¶909 16¶051¶738 26¶043¶647 3¶458¶710 29¶502¶357

L̃ 寄附金の明細

区 分 当期受入額
（千円） 件数（件） 摘 要

大学 667¶597 2¶222 うち現物寄附（26¶951千円、1¶657
件）

附属病院 20¶409 35 うち現物寄附（4¶269千円、４件）

合 計 688¶006 2¶257

~ １．当期受入額には、学術振興後援資金への受入額（3¶774千円）が含まれております。

C̃ 受託研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大学 26¶889 80¶371 98¶221 9¶039

附属病院 72¶712 130¶003 95¶218 107¶498

合 計 99¶601 210¶374 193¶439 116¶536

D̃ 共同研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大学 4¶454 33¶520 22¶058 15¶915

附属病院 18¶637 2¶025 20¶137 525

合 計 23¶090 35¶545 42¶195 16¶440

Ẽ 受託事業等の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託事業等収益 期 末 残 高

大学 27¶706 82¶635 70¶697 39¶644

附属病院 1¶140 28¶095 28¶205 1¶030

合 計 28¶846 110¶730 98¶902 40¶674

F̃ 科学研究費補助金の明細 （単位：千円）

種 目 当 期 受 入 件 数 摘 要

科学研究費
（新学術領域研究）

(6¶969)
2¶091

3

科学研究費
（基盤研究Ａ）

(13¶000)
3¶300

3

科学研究費
（基盤研究Ｂ）

(43¶974)
12¶682

21

科学研究費
（基盤研究Ｃ）

(55¶984)
15¶134

45

科学研究費
（挑戦的萌芽研究）

(16¶013)
3¶780

14

科学研究費
（若手研究Ｂ）

(41¶299)
11¶162

35

科学研究費
（研究活動スタート支援）

(3¶600)
1¶080

3

科学研究費
（奨励研究）

(2¶300)
0

4

厚生労働科学研究費 (25¶611)
0

17

合 計 (208¶749)
49¶229
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~ １．セグメントの区分方法
本学の業務に応じてセグメントを大学と附属病院に区分し、各セグメントに配賦できない
業務費用、業務収益、帰属資産は、法人共通として区分しております。
２．帰属資産のうち、法人共通は各セグメントに配賦しなかった資産であり、預金
3¶458¶709¶753円であります。
３．減価償却費については、大学が300¶017千円と附属病院が2¶302¶535千円であり、損益外減
価償却相当額については、大学が330¶191千円と附属病院が96¶387千円であり、引当外賞与増
加見積額については、大学が963千円と附属病院が21¶962千円であり、引当外退職給付増加
見積額については、大学が�2¶774千円と附属病院が�8¶638千円であります。
４．附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、附属病院に関し国が予算積算した運営
費交付金を収益化した場合の相当額と408¶879千円差額がありますが、これは、国の予算積
算額に加えて、附属病院における人件費相当の収益を計上したことによるものであります。
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